
　
普
通
科
と
体
育
科
を
有
し
、
部
活
動

も
盛
ん
な
広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
は
、

「
文
武
一
道
」
の
伝
統
を
守
る
た
め
、

生
徒
の
主
体
的
な
活
動
の
尊
重
と
進
路

目
標
の
実
現
の
両
立
を
図
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
、
新
教
育
課
程
を
編
成
し

た
。
２
０
２
２
年
度
入
学
者
の
１
〜
３

年
次
の
総
単
位
数
は
そ
れ
ぞ
れ
31
単
位

（
図
１
）。
20
年
度
以
前
は
33
単
位
、
21

年
度
は
32
単
位
と
、
段
階
的
に
放
課
後

の
時
間
を
増
や
し
て
き
た
。
教
務
主
任

の
梅
村
嘉よ

し

雄お

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
「
希
望
進
路
を
実
現
す
る
上
で
必
要

な
学
力
を
育
み
つ
つ
、
多
様
な
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
生
徒
が
教
科

以
外
の
こ
と
に
も
目
を
向
け
て
思
考
し

た
り
、
自
分
自
身
と
じ
っ
く
り
と
向
き

合
っ
た
り
、
部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
り

す
る
時
間
を
十
分
に
確
保
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
師
の
働
き
方

改
革
も
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
」

　
時
に
自
校
の
伝
統
や
特
色
に
立
ち
返

り
な
が
ら
、
教
科
・
科
目
を
超
え
て
全

教
師
が
根
気
強
く
話
し
合
い
、
新
教
育

課
程
の
編
成
を
行
っ
た
。

　
「
例
え
ば
、
普
通
科
の
１
年
次
の
体

育
は
２
単
位
と
す
る
案
も
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
年
次
に
体
育
教
育
に
力
を

教
務
主
任

梅
村
嘉
雄　

う
め
む
ら
・
よ
し
お

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
理
科
。

主
幹
教
諭

德
本
孝
治　

と
く
も
と
・
こ
う
じ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
国
語
科
。

カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
委
員

藤
田
香
織　

ふ
じ
た
・
か
お
り

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
14
年
目
。
国
語
科
。

教
育
情
報
部
主
任

西
村 

由　

に
し
む
ら
・
ゆ
う

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
理
科
。

カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

委
員
、
探
究
学
習
責
任
者

前
田
智
子　

ま
え
た
・
と
も
こ

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
地
理
歴
史・公
民
科
。

カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

推
進
リ
ー
ダ
ー
、
教
育
情
報
部

上
村 

純　

う
え
む
ら
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
英
語
科
。

多
様
な
資
質・能
力
の
育
成
を
図
る

た
め
、
総
単
位
数
を
31
単
位
に

※プロフィールは、2022 年３月時点のものです。

学
校
概
要

設
立　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
体
育
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立

大
は
、
京
都
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、

香
川
大
な
ど
に
37
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
同
志
社
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
０
２
人
が
合
格
。

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た

指
導
と
評
価
の
改
善
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
互
見
授
業
で
推
進

広
島
県
立
神か

ん
な
べ辺
旭あ

さ
ひ

高
校

新
教
育
課
程
の
編
成
と
並
行
し
、
自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
・
具

体
化
し
て
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
広
島
県
立
神か

ん
な
べ辺
旭あ

さ
ひ

高
校
。
そ
の
マ
ス

タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
、
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
積
極
的
な
互
見
授
業
を
通
し
て
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を
全
校
体
制
で

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

実践事例

3

※プロフィールは、2022 年３月時点のものです。
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注
ぐ
本
校
の
伝
統
は
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
た
い
と
考
え
、
最
終
的
に
は
現

行
課
程
と
同
じ
３
単
位
と
し
ま
し
た
」

（
梅
村
先
生
）

　
新
教
育
課
程
の
編
成
と
並
行
し
て
、

自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の

明
確
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。同
校
で
は
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
育
成
を
目
指

す
５
つ
の
資
質
・
能
力
を
設
定
（
Ｐ
．

18
図
２
）。
そ
れ
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
質
・
能
力
の
到
達
レ
ベ
ル
を
４

段
階
で
示
す
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
作
成
し
た
。
カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
上う

え

村む
ら

純
先
生

は
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
の

ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施

に
対
す
る
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。そ
の
た
め
、マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
が
、
教
育
活
動
の
評
価
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」

　
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
カ
リ

マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
草
案
を
作

成
し
て
職
員
会
議
で
提
案
し
、
教
科
ご

と
に
検
討
し
て
修
正
を
重
ね
た
。

　
「
全
教
師
が
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
に
参
加
し
、議
論
す
る
中
で
、

自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
の
共
通
認
識
が
図
れ
ま
し
た
。

22
年
度
か
ら
そ
れ
を
実
際
に
運
用
し
な

が
ら
、
よ
り
本
校
の
実
態
に
合
っ
た
も

の
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

広島県立神辺旭高校　2022 年度入学者　教育課程図1

※学校資料を基に編集部で作成。

第１学年 第２学年 第３学年

普通科 体育科
普通科

体育科
普通科

体育科Ⅰ類
（理型）

Ⅱ類
（文型）

Ⅰ類
（理型）

Ⅱ類
（文型）

1
現代の
国語

現代の
国語 論理国語 論理国語 論理国語 論理国語 論理国語 論理国語

2

3
言語
文化

言語
文化 古典探究 古典探究 古典探究 古典探究

古典探究
古典探究

4

5
歴史総合 歴史総合 地理総合

文学国語
地理総合

地理探究

国
語

基
礎
演
習

化
学
基
礎6

地理総合
文学国語7

数学Ⅰ 数学Ⅰ
公共 家庭基礎 世界史探究

日本史探究
地理探究

8
世界史探究
日本史探究 数

学
Ⅲ

発
展
数
学

9

数学Ⅱ
数学Ⅱ

世界史探究
日本史探究

10
数学 A 数学 A 公共

生物基礎11 数学 B
政治・経済

12 数学Ⅱ 保健 数学 B

数学Ⅱ

数学 C

13
物理基礎 芸術Ⅰ

数学 C
公共 応用数学

数学 B 数
学
演
習
　（
数
学
Ｂ
）

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

14
化学基礎

数学 C

15
生物基礎 英語

コミュニ
ケーション
Ⅰ

数学 B
科学と
人間生活 物理

生物 総合数学16 化学 数学 C

17

体育

物理
生物 化学基礎

保健

論理・
表現Ⅱ18

論理・
表現Ⅰ 英語

コミュニ
ケーション
Ⅱ

化学

化
学

基
礎
演
習

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
　
素
描

19
体育 体育

20 保健
情報Ⅰ 生

物

基
礎
演
習

スポーツ
概論

21
芸術Ⅰ

保健 保健 スポーツⅠ

22 スポーツ
概論

英語
コミュニ
ケーション
Ⅱ

英語
コミュニ
ケーション
Ⅱ

スポーツ
概論

体育 体育 スポーツⅡ
23

英語
コミュニ
ケーション
Ⅰ

スポーツⅠ スポーツⅡ

24 スポーツⅡ
スポーツⅢ
／スポーツ
Ⅳ

英語
コミュニ
ケーション
Ⅲ

英語
コミュニ
ケーション
Ⅲ

スポーツⅢ
／スポーツ
Ⅳ

25 スポーツⅤ スポーツⅤ スポーツⅤ

26
論理・
表現Ⅰ

スポーツⅥ
論理・
表現Ⅱ

論理・
表現Ⅱ

スポーツⅥ スポーツⅥ

27 スポーツ
総合演習

スポーツ
総合演習

スポーツ
総合演習

28
家庭基礎 専攻

スポーツ 情報Ⅰ 情報Ⅰ 専攻
スポーツ

論理・
表現Ⅲ

論理・
表現Ⅲ

専攻
スポーツ

29

30
総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

総合的な
探究の
時間

31 LHR LHR LHR LHR LHR LHR LHR LHR

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

教
育
活
動
の
評
価
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
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い
と
考
え
て
い
ま
す
。」（
上
村
先
生
）

　
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
、

各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
し
、
新
教
育
課
程
に
お
け
る
指
導
と

評
価
に
活
用
す
る
方
針
だ
と
、
主
幹
教

諭
の
德と

く

本も
と

孝
治
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
当
初
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
す
る
案
も

あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
を
進
め
る
中

で
見
え
て
く
る
生
徒
の
実
態
に
合
わ

せ
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
べ
き
だ

と
判
断
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
多
く

の
教
科
・
科
目
で
最
初
の
単
元
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
済
み
で
、
22
年
度
に

入
っ
た
ら
、
他
の
単
元
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
も
作
成
す
る
予
定
で
す
」

　

同
校
は
21
年
度
よ
り
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
を
目
指

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
導
入
も

進
め
て
き
た
。
国
語
で
は
、『
源
氏
物

語
』
の
「
若
紫
」
を
演
劇
に

す
る
た
め
の
脚
本
を
グ
ル
ー

プ
で
考
え
た
り
、地
理
で
は
、

イ
ン
ド
の
脱
炭
素
化
に
向
け

て
、
石
炭
火
力
発
電
以
外
の

発
電
所
の
設
置
計
画
を
考
え

た
り
と
、
各
教
科
・
科
目
で

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。

質
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
を
作
成
す
る
た
め
に
、

22
年
度
以
降
も
、
教
科
・
科

目
を
超
え
て
校
内
で
事
例
を

持
ち
寄
る
考
え
だ
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
同
校
で
は
、

20
年
度
入
学
生
か
ら
生
徒
１

人
に
つ
き
１
台
の
端
末
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
校
内
に
「
教
育
情
報
部
」
を

設
置
し
た
。
教
育
情
報
部
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
苦
手
意
識
を
持
つ
教

師
の
目
線
が
抜
け
落
ち
な
い
よ
う
、
あ

え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
が
少
な
い
教
師
も

起
用
し
た
。
教
育
情
報
部
の
藤
田
香
織

先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
初
心
者
の
私
が
、
ア
プ

リ
の
操
作
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
一

つ
ひ
と
つ
確
認
し
て
い
く
過
程
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
ま
し
た
。
ど
の
先
生
に

も
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
み
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
使
っ
て
も
ら
え
て
、
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
」

　
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
は
、
情
報

の
収
集
や
そ
の
整
理
・
分
析
、
意
見
の

共
有
や
交
換
と
い
っ
た
協
働
学
習
、
発

表
資
料
の
作
成
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
「
以
前
は
、
生
徒
の
考
え
を
一
覧
化

す
る
場
合
、
プ
リ
ン
ト
を
集
め
て
コ

ピ
ー
し
て
模
造
紙
に
貼
り
つ
け
る
な

ど
、
時
間
と
労
力
が
必
要
で
し
た
。
そ

う
し
た
場
面
で
授
業
支
援
ソ
フ
ト
を
使

う
と
、
端
末
上
に
各
生
徒
の
考
え
が
瞬

時
に
一
覧
表
示
さ
れ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
教

育
課
程
で
は
総
単
位
数
を
減
ら
し
た
た

め
、
効
率
的
に
授
業
を
進
行
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
点
で

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
利
点
は
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
藤
田
先
生
）

　
今
後
は
一
層
、
各
教
科
・
科
目
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
事
例
を
校
内
で
共
有
し
て
い

く
考
え
だ
。

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
充
実

に
つ
い
て
の
検
討
も
進
行
中
だ
。
探
究

担
当
の
西
村
由ゆ

う

先
生
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
商
工
会
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
活
動
を
計

画
し
て
い
る
。
西
村
先
生
は
活
動
の
ね

ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
企
業
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
高
校

生
の
視
点
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
ペ

を
行
う
な
ど
、
生
徒
が
没
頭
で
き
る
活

動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
本
気

を
引
き
出
し
た
上
で
、
各
教
科
の
学
習

に
つ
な
が
る
内
容
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

知識・技能
基礎的・基本的な知識の習得だけにとどまらず、
習得した知識を体系化し、必要な場面で適切に
活用できる力

協働的
課題解決力

周囲の友人を尊重し、自分の所属する集団を高め
るために周囲と協働し、集団を構築していく力

思考力・
判断力

物事を批判的に複数の側面から見て、課題解決
に必要な手立てを考えることができる力

表現力 他者に自らの考えを、論理的に伝え、分かりやす
く表現することができる力

主体性 自らが課題に向かって取り組み、自らの行動を客
観的に分析しながら、最後まで諦めず取り組む力

※学校資料を基に編集部で作成。

 同校が育成を目指す資質・能力図２

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
授
業
改
善
を
推
進
し
、

深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
す

各
教
科
の
学
び
と
の
連
携
を
深
め

探
究
学
習
を
さ
ら
に
発
展
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て
、
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

に
お
け
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

と
各
教
科
・
科
目
の
連
携
を
推
進
す
る

前ま
え

田た

智と
も

子こ

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
各
教
科
・
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
に
沿
っ

て
、『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
と
教
科・

科
目
の
学
び
が
ひ
も
づ
け
ら
れ
る
の
が

理
想
で
す
。
22
年
度
は
、
探
究
学
習
の

活
動
計
画
を
踏
ま
え
て
、『
こ
の
単
元

を
学
ぶ
際
に
、
探
究
学
習
と
の
関
連
を

生
徒
に
考
え
さ
せ
て
ほ
し
い
』
と
い
っ

た
声
か
け
を
、
各
教
科
・
科
目
担
当
の

教
師
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
」（
前
田
先
生
）

　
す
べ
て
の
教
師
が
、
新
教
育
課
程
や

自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
深
く
理
解
・
納
得
を
し
て
、
指

導
と
評
価
の
改
善
に
向
か
え
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
の
１

つ
だ
。
同
校
で
は
、
教
師
同
士
で
授
業

を
見
合
う
互
見
授
業
を
さ
ら
に
活
性
化

す
べ
く
、
教
務
部
が
中
心
と
な
っ
て
体

制
を
整
え
、
授
業
者
が
授
業
の
ポ
イ
ン

ト
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
指
導

共
有
授
業
シ
ー
ト
」
を
導
入
し
た
（
図

３
）。
同
シ
ー
ト
に
は
、
授
業
で
指
導
・

活
用
す
る
資
質
・
能
力
や
解
決
す
べ
き

課
題
、
見
ど
こ
ろ
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な

ど
を
記
入
し
、
見
学
者
と
共
有
す
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
し
て
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
に
し
て
も
、
目
的
や
方
法
を

口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

授
業
で
の
生
徒
の
表
情
や
反
応
を
見

て
、『
こ
れ
は
意
味
が
あ
る
な
』『
こ
の

方
法
は
い
い
な
』
と
感
じ
る
こ
と
で
初

め
て
実
践
は
広
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
藤
田
先
生
）

　
互
見
授
業
の
活
性
化
に
は
、
教
科
横

断
的
な
学
習
の
充
実
も
期
待
す
る
。

　
「
最
初
は
授
業
の
手
法
の
共
有
か
ら

で
も
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
事
な

の
は
、
教
師
同
士
で
対
話
を
す
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
中

で
、
次
第
に
各
教
科
・
科
目
の
テ
ー
マ

や
内
容
の
関
連
づ
け
が
進
ん
で
、
教
科

横
断
的
な
学
習
の
実
践
が
増
え
て
い
く

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
德
本
先
生
）

　
新
教
育
課
程
を
見
据
え
て
、
様
々
な

面
か
ら
指
導
や
評
価
の
改
善
を
試
み
る

中
で
、
授
業
の
様
子
や
生
徒
の
姿
に
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藤
木

史
朗
校
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
私
が
本
校
に
赴
任
し
た
４
年
前
と

は
、
授
業
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
以

前
は
、
教
師
の
解
説
と
板
書
に
よ
る
授

業
が
中
心
で
し
た
が
、
今
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
、
生
徒
自
身
が
主
体
的
に

考
え
て
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
授
業
改
善
の
さ
ら

な
る
進
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

探
究
学
習
と
教
科
学
習
を
関
連
づ
け
た
教
育
活
動
の
推
進

互
見
授
業
の
定
着
に
よ
り
、「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
へ
の
共
通
認
識
や
、
指
導
・
評
価
手

法
の
共
有
を
図
る

 指導共有授業シート図３

※学校資料をそのまま掲載。

特集
新学習指導要領、始動！

不断の改善で推進する生徒主体の新教育課程　

互
見
授
業
を
活
性
化
し
、

さ
ら
な
る
改
革
の
推
進
を
図
る

４月以降の
課題
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